
鶴見岳避難行動要支援者の安全「みんなで準備　みんなで避難」

制度について

名簿を活用して、日頃から準備を進め、災害に備えましょう

・伽藍岳の「噴火警戒レベル」

種別 名称 対象範囲 レベル
（キーワード） 火山活動の状況 住民等の行動 登山者・入山者

への対応

特別
警報

噴火警報
（居住地域）

又は

噴火警報

居住地域

及び

それより
火口側

レベル 5
避難

3kmを超える居住地域に重
大な被害を及ぼす噴火が発
生、あるいは切迫している

危険な居住地域からの
避難等が必要（状況に
応じて対象地域や方法
を判断）

3km以内の居住地域に重大
な被害を及ぼす噴火が発生、
あるいは切迫している

2km以内の居住地域に重大
な被害を及ぼす噴火が発生、
あるいは切迫している

レベル 4
避難準備

居住地域に重大な被害を及
ぼす噴火が発生すると予想さ
れる

警戒が必要な居住地域
での避難の準備、要配
慮者の避難等が必要（状
況に応じて対象地域を
判断）

警報

噴火警報
（火口周辺）

又は

火口周辺
警報

火口から
居住地域
近くまで

レベル 3
入山規制

居住地域の近くまで重大な
影響を及ぼす噴火が発生、
あるいは発生すると予想され
る

通常の生活（今後の火
山活動の推移に注意。
入山規制）状況に応じ
て要配慮者の避難準備
等

登山禁止や入山規制
等危険な地域への立
入規制等（状況に応
じて規制範囲を判断）

火口周辺
レベル 2
火口周辺

規制

火口周辺に影響を及ぼす噴
火が発生、あるいは発生す
ると予想される

通常の生活

火口周辺への立入規
制等（状況に応じて
火口周辺の規制範囲
を判断）

予報 噴火予報 火口内等
レベル1
活火山である
ことに留意

火山活動は静穏
火山活動の状態によって、火
口内で火山灰の噴出等が見
られる

通常の生活
特になし
（状況に応じて火口内
への立入規制等）

　火山噴火が発生した場合、「大きな噴石」 や「火砕流」など、発生から避難までの時間的余裕がない噴火現象が発生するか
もしれません。
　これらの現象に対して適切な対応をするため、県や市・町、火山専門家及び火山防災関係機関で構成する「鶴見岳・伽藍岳
火山防災協議会」では、いざというときに実施する規制や取るべき防災対応について、平時から協議をしています。気象庁は、
火山活動の状況をキーワードに対応する5段階のレベルで発表し、県や市町村、各防災関係機関は、平時からの協議で取り
決めた「レベルに応じた防災対応」を実施します。

鶴見岳・伽藍岳の噴火警戒レベル

◆避難行動要支援者とは
高齢者や障がい者、傷病者、乳幼児、外国人など要配慮者のうち、災害発生時に何らかの支援が

必要な人を避難行動要支援者といいます。この避難行動要支援者を災害から守るために、地域で
協力し合いながら支援しましょう。

　東日本大震災や近年の災害の教訓を踏まえて、実効性のある避難支援が行われるよう
災害対策基本法が改正されました。（令和3年5月20日施行分）

災害から生命を守るためには、市から避難支援の関係者に提供される「避難行動要支援者
名簿」をもとに、一人ひとりの避難計画（個別計画）をつくって、日頃から見守りや、「防災訓
練」を行うなど事前に備えることが大切です！ 地域のみなさんのご理解とご協力をお願い
します！

※市が作成する名簿は完全なものではありません。地域からの情報提供（対象者の追加や情報の更新）をお願いします。

① 災害時に一人では避難することが困難な方（避難行動要支援者）の名簿の作成が、市町村に義務付けら
れました。

② 避難行動要支援者ご本人から同意を得られた名簿は、平常時から災害に備えて地域の避難支援の関係者
に提供されることになりました。

③ 避難行動要支援者ごとに避難支援を実施するための計画（個別避難計画）を作成することになりました。

 

市が行政内部の情報を
もとに名簿を作成

避難訓練で計画した
避難方法を試してみる

対象者に、情報を地域の関係
者へ提供することへの意思を
確認

一人ひとりの避難計画
「個別計画」をつくる

同意が得られた方の名簿を地
域の避難支援等関係者へ提供

要支援者を把握する
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地域でお互いを知り、避難のことを考え、行動しましょう

（三次避難区域）

（二次避難区域）

（一次避難区域）
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